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１．当四半期決算に関する定性的情報 

(1) 連結経営成績に関する定性的情報 

当社及び連結子会社（以下、「当企業集団」という。）の当第１四半期連結累計期間の業績につきま

しては、金融関連部門におけるシステム構築及び公共関連部門におけるシステム機器販売が増加したこ

とに加えて、システム運用管理も堅調に推移したことから、売上高は4,204百万円と前年同四半期比254

百万円（6.5％）の増収となりました。 

損益面につきましては、外注費が増加しましたが、増収効果や原価率改善により売上総利益は増益と

なりました。しかしながら、平成26年４月からスタートしております新中期経営計画「Ｓ．ＫＣＳチャ

レンジ50“飛躍” ～PhaseⅠ 飛躍に向けた体質強化 ～」の推進にあたって、制作部門の人材を本部な

ど非制作部門の人員増強に充てたことにより販売費及び一般管理費が増加し、営業損失は323百万円と

前年同四半期比102百万円の減益、経常損失も279百万円と前年同四半期比98百万円の減益、四半期純損

失も195百万円と前年同四半期比65百万円の減益となりました。 

連結のセグメント別売上高は、次の通りです。 

① 金融関連部門 

三井住友フィナンシャルグループを含む金融機関向けシステム構築が引き続き堅調に推移した

ことを主因として、売上高は1,564百万円と前年同四半期比288百万円（22.6％）の増収となりま

した。 

② 公共関連部門 

自治体・公団体向けのシステム機器販売及びシステム構築が増加したことから、売上高は936百

万円と前年同四半期比80百万円（9.4％）の増収となりました。 

③ 産業関連部門 

システム構築において、大手ベンダー向け大規模案件が終了したことに加えて、一般法人向け

も売上計上時期の延伸や商談受注の遅れがあったことから、売上高は1,702百万円と前年同四半期

比114百万円（6.3％）の減収となりました。 

当企業集団の事業につきましては、システムの納入が第２四半期（７～９月）及び第４四半期（１～

３月）に集中する傾向があり、売上高が第１四半期（４～６月）及び第３四半期（10～12月）において

減少し、第２四半期（７～９月）及び第４四半期（１～３月）に増加するパターンとなり、四半期毎・

半期毎の経営成績が変動いたします。 

(2) 連結財政状態に関する定性的情報 

当第１四半期連結会計期間末における財政状態は、総資産が前連結会計年度末比963百万円減少して

18,866百万円に、純資産は前連結会計年度末比63百万円増加して14,583百万円となりました。この結果、

自己資本比率は前連結会計年度末比4.1％増加して77.3％となっております。 

(3) 連結業績予想に関する定性的情報 

平成26年５月14日付の「平成26年３月期決算短信」において発表いたしました第２四半期（累計）及

び通期の連結業績予想につきましては、現時点での変更はありません。 
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２．サマリー情報（その他）に関する事項 

(1) 当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動 

該当事項はありません。 

(2) 四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 

（税金費用の計算） 

当第１四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計適用後の

実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算する方法を採用

しております。 

(3) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

（会計基準等の改正等に伴う会計方針の変更） 

「退職給付に関する会計基準」（企業会計基準第26号 平成24年５月17日。以下「退職給付会計基

準」という。）及び「退職給付に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第25号 平成

24年５月17日。以下「退職給付適用指針」という。）を、退職給付会計基準第35項本文及び退職給

付適用指針第67項本文に掲げられた定めについて当第１四半期連結会計期間より適用し、退職給付

債務及び勤務費用の計算方法を見直し、退職給付見込額の期間帰属方法を期間定額基準から給付算

定式基準へ変更し、割引率の決定方法を従業員の平均残存勤務期間に近似した年数に基づく割引率

から退職給付の支払見込期間及び支払見込期間ごとの金額を反映した単一の加重平均割引率を使用

する方法へ変更しております。 

退職給付会計基準等の適用については、退職給付会計基準第37項に定める経過的な取扱いに従っ

て、当第１四半期連結会計期間の期首において、退職給付債務及び勤務費用の計算方法の変更に伴

う影響額を利益剰余金に加減しております。 

この結果、当第１四半期連結会計期間の期首の退職給付に係る負債が97百万円減少し、退職給付

に係る資産が314百万円増加するとともに、利益剰余金が265百万円増加しております。また、当第

１四半期連結累計期間の損益に与える影響は軽微であります。 

なお、セグメント情報に与える影響は軽微であるため、記載を省略しております。 
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３．四半期連結財務諸表

（１）四半期連結貸借対照表

(単位：百万円)

前連結会計年度
(平成26年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(平成26年６月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 4,606 4,555

受取手形及び売掛金 5,935 2,986

有価証券 2,300 3,300

商品 71 171

仕掛品 268 782

貯蔵品 33 18

その他 875 875

貸倒引当金 △6 △0

流動資産合計 14,084 12,688

固定資産

有形固定資産 3,517 3,508

無形固定資産 468 468

投資その他の資産

投資有価証券 1,176 1,231

退職給付に係る資産 － 323

その他 617 680

貸倒引当金 △34 △35

投資その他の資産合計 1,759 2,200

固定資産合計 5,745 6,177

資産合計 19,829 18,866

負債の部

流動負債

買掛金 1,841 1,190

未払法人税等 221 17

賞与引当金 754 294

受注損失引当金 50 62

その他 1,045 1,330

流動負債合計 3,912 2,895

固定負債

役員退職慰労引当金 108 86

退職給付に係る負債 217 119

その他 1,070 1,181

固定負債合計 1,397 1,387

負債合計 5,310 4,283
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(単位：百万円)

前連結会計年度
(平成26年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(平成26年６月30日)

純資産の部

株主資本

資本金 2,054 2,054

資本剰余金 2,228 2,228

利益剰余金 9,872 9,874

自己株式 △0 △0

株主資本合計 14,155 14,157

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 256 315

退職給付に係る調整累計額 108 110

その他の包括利益累計額合計 364 425

純資産合計 14,519 14,583

負債純資産合計 19,829 18,866
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

四半期連結損益計算書

第１四半期連結累計期間

(単位：百万円)
前第１四半期連結累計期間
(自 平成25年４月１日
　至 平成25年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成26年４月１日
　至 平成26年６月30日)

売上高 3,949 4,204

売上原価 3,247 3,428

売上総利益 701 775

販売費及び一般管理費 922 1,099

営業損失（△） △220 △323

営業外収益

受取利息 1 1

受取配当金 17 19

不動産賃貸料 16 16

助成金収入 16 21

雑収入 3 2

営業外収益合計 54 61

営業外費用

支払利息 6 6

固定資産除売却損 － 3

不動産賃貸費用 8 7

雑損失 － 0

営業外費用合計 14 17

経常損失（△） △181 △279

税金等調整前四半期純損失（△） △181 △279

法人税等 △51 △83

少数株主損益調整前四半期純損失（△） △130 △195

四半期純損失（△） △130 △195
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四半期連結包括利益計算書

第１四半期連結累計期間

(単位：百万円)
前第１四半期連結累計期間
(自 平成25年４月１日
　至 平成25年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成26年４月１日
　至 平成26年６月30日)

少数株主損益調整前四半期純損失（△） △130 △195

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 △14 59

退職給付に係る調整額 － 1

その他の包括利益合計 △14 60

四半期包括利益 △144 △134

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 △144 △134
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(3) 継続企業の前提に関する注記 

該当事項はありません。 

(4) セグメント情報等 

【セグメント情報】 

Ⅰ 前第１四半期連結累計期間（自  平成25年４月１日  至  平成25年６月30日） 

１ 報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報 
（単位：百万円） 

 

報告セグメント 

その他 合計 
調整額 
（注）１ 

四半期連結
損益計算書
計上額 
（注）２ 

金融関連 
部門 

公共関連
部門 

産業関連
部門 

計 

売上高    

外部顧客への売上高 1,275 856 1,817 3,949 － 3,949 － 3,949

セグメント間の 
内部売上高又は振替高 

－ 0 136 136 － 136 △136 －

計 1,275 856 1,953 4,086 － 4,086 △136 3,949

セグメント利益又は損失(△) 218 33 74 326 － 326 △547 △220

(注) １ セグメント利益又は損失の調整額△547百万円は、管理部門の費用のうち配賦の困難な費用及びのれんの償

却額等であります。 

２ セグメント利益又は損失は、四半期連結損益計算書の営業損失と調整を行っております。 

Ⅱ 当第１四半期連結累計期間（自  平成26年４月１日  至  平成26年６月30日） 

１ 報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報 
（単位：百万円） 

 

報告セグメント 

その他 合計 
調整額 
（注）１ 

四半期連結
損益計算書
計上額 
（注）２ 

金融関連 
部門 

公共関連
部門 

産業関連
部門 

計 

売上高    

外部顧客への売上高 1,564 936 1,702 4,204 － 4,204 － 4,204

セグメント間の 
内部売上高又は振替高 

－ 3 111 114 － 114 △114 －

計 1,564 940 1,813 4,318 － 4,318 △114 4,204

セグメント利益又は損失(△) 286 33 △22 297 － 297 △621 △323

(注) １ セグメント利益又は損失の調整額△621百万円は、管理部門の費用のうち配賦の困難な費用及びのれんの償

却額等であります。 

２ セグメント利益又は損失は、四半期連結損益計算書の営業損失と調整を行っております。 

(5) 株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記 

該当事項はありません。 
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